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【ワクチン】：ヒト免疫不全ウイルス（HIV）

◼ HIVエンベロープタンパク質は、広域中和抗体誘導に重要な免疫原
である

◼ 数理科学的手法により、gp41における高度に保存された機能的残
基群を同定

◼ 当該領域への変異導入により、ウイルス粒子形成は維持されたまま
感染性が消失

◼ 変異体は抗原性や構造的特徴を保持

◼ 安全性と有効性を両立する新規ワクチン免疫原設計の可能性を提示

◼ エンベロープタンパク質全長なのでナノ粒子多価を想定

◼ HIVは依然として年間63万人が死亡し、130万人が新規感染する重大
な感染症である

◼ 治療法は存在するが根治できず、生涯治療が必要である

◼ 有効なワクチンは未だ存在せず、予防は行動依存で限界がある

◼ 医療アクセス格差・資金不足により感染は持続している

◼ 広域中和抗体誘導の免疫原として有効か引き続き調べる予定


	スライド 1: 数理科学により見出したHIVの非感染性gp41変異体

